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全国⼤学メンタルヘルス学会は、1980 年に⼤学⽣や教職員のメンタルヘルスに関する研

究と普及を⽬的として、⼤学精神衛⽣研究会議が発⾜し、1995 年に全国⼤学メンタルヘル
ス研究会と改称、その後法⼈化され、特定⾮営利活動法⼈全国⼤学メンタルヘルス学会とし
て組織化、再出発いたしました。 
 ⼤学精神衛⽣研究会議では、発⾜当初より「⼤学における休・退学・留年学⽣に関する調
査」の報告や，スチューデントアパシーの問題をとりあげ、不登校や⾃殺予防にも取り組ん
できました。近年は⼤学⽣の問題も複雑多様化し，発達特性を持つ学⽣の適応の問題なども
取り上げられています。また，COVID-19 の脅威にさらされる中，⾏動制限を余儀なくさ
れ，“普通の”⼤学⽣活が送れない時期がありました。そういった環境下でメンタルヘルス⽀
援の重要性がクローズアップされてきました。⼤学の教職員への⽀援も然りです。 
 私たちは，⼤学⽣，教職員のメンタルヘルスの実態を把握し，あり⽅を研究し，情報を発
信していきたいと考えています。学内外の連携・協同の重要性が論じられる中，当学会は医
師，看護師，⼼理師，学⽣⽀援に携わる教職員の⽅々など多職種がメンバーになっており，
学会内でも連携して取り組んでいます。 
 さて，前理事⻑の⽔⽥⼀郎先⽣は，⻑年事務局⻑も務められた後，理事⻑として学会をま
とめて来られました。2023 年 12 ⽉に理事⻑を引き継がせていただき，⾦⼭⼤祐事務局⻑と
ともに，⼤学におけるメンタルヘルス⽀援・向上に全⼒で取り組んで参りたいと思っており
ます。どうぞよろしくお願いいたします。 


